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二

　
先
日
鉄
道
公
団
松
代
鉄
道
建
設

所
に
お
じ
ゃ
ま
し
、
服
部
所
長
に

北
越
北
線
の
工
事
状
況
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

・
現
在
の
工
事
状
況
は
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ち
ょ
く
り
つ

　
四
月
一
日
現
在
で
の
進
捗
率
（
進

み
具
合
）
は
用
地
で
九
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
、
路
盤
で
九
十
パ
ー
セ
ン

●

鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル

ト
で
す
．

　
普
通
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

の
は
、
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
と
霧
ヶ

岳
ト
ン
ネ
ル
の
み
で
す
。
そ
の
他

の
区
間
で
は
、
電
化
・
高
速
化
の

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
電
化
・
高
速
化
の
工
事
と
は
…

　
ト
ン
ネ
ル
内
の
拡
幅
工
事
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
高
速
化
の
騒
音
対

策
の
た
め
の
高
架
橋
の
防
音
壁
を

取
り
替
え
る
工
事
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
他
に

ト
ン
ネ
ル
と

ト
ン
ネ
ル
の

問
に
私
供
は

「
ま
ば
た
き

区
間
」
と
呼

ん
で
い
る
の

で
す
が
、
そ

の
防
雪
工
事

も
行
う
予
定

で
す
．

あ
と
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル

・
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
の

　
　
　
　
　
　
状
況
は
…

　
現
在
は
儀
明
側
か
ら
凝

固
剤
を
注
入
し
て
掘
削
を

続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
の

臓
雛
似
賊
繍
慧
鰹

ま
で
掘
削
が
進
ん
で
い
ま

す
。　

中
央
導
抗
は
貫
通
ま
で

あ
と
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル

余
り
、
本
抗
は
三
百
十
メ

ー
ト
ル
余
り
で
す
。

・
中
央
導
抗
と
は
…

　
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
は
地
質
が
特

に
悪
い
の
で
、
ま
ず
最
初
に
直
径

三
メ
ー
ト
ル
の
穴
を
掘
り
、
そ
の

後
に
回
り
を
削
っ
て
ト
ン
ネ
ル
の

大
き
さ
に
し
ま
す
。
最
初
に
掘
る

直
径
三
メ
ー
ト
ル
の
穴
が
中
央
導

抗
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

」
現
在
の
掘
削
地
点
は
…

　
蒲
生
部
落
の
真
下
に
な
り
ま
す
。

松
代
側
の
掘
削
は
ち
ょ
う
ど
蒲
生

部
落
の
松
代
側
入
口
く
ら
い
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

・
最
後
に
工
事
の
安
全
と
早
期
開

通
を
期
待
し
ま
し
て
イ
ン
タ
ビ
ユ

ー
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

口口

　　　　榊　　　　¢　　　5　　　8　　繕　113
－
、
一

185ml7cm

トンネル　　　　　　　　　　　　中央導抗
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鍋立山卜．ζ妻当．一一一＿。第1飯室犀
・’一一一頸沢顕Nトンネル潟

　　　　　　　　蓋田馨稲／

JR飯山線
関越自動車道

松
代

　第二田沢トンネル
6プ曜・腫　　　一億』圏鼻一一一一』

薬師トンネル

JR上越線

　ム
敢

十
日
町

日本海

津薪
池座

西
六
日
町

　
写
真
は
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
の
内
の

掘
削
状
況
で
手
掘
り
と
機
械
掘
削
が

交
互
に
行
わ
れ
て
い
る
。
左
写
真
の

中
央
の
円
が
中
央
導
抗
。

〈
手
（
人
力
）
に
よ
る
掘
削

》
機
械
に
よ
る
掘
削

ち

広報

　
服
部
所
長
さ
ん
お
忙
が
し

い
と
こ
ろ
取
材
に
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『

＼

まプだ＼・

ノ

【コロロ口□

鍋立山
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葦難騨澱瀞醐継ノlll瀞1淵騰lll淵灘講1ミ薬lll暇辮瀧鐘㍉購

麟

禦
■

騰

いのぽり
犬伏渋海川上空
▼

入学式（松代小学校）

松代町全体の

新1年生（小学生）

　は55人

▲
春の火災予防運動（1日～7日）

蕪羅畿勲験魏鰯購齢麟1

　
》

▲
交
通
安
全
教
室

　
（
松
代
小
学
校
B
日
）

憩

▲
春
の
交
通
安
全
運
動
（
6
日
～
旧
日
）

　
〈

測欄

灘灘灘懸鞠懸
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の里1一苧グ松
奈川小学校奴

▼
－

松代城
▼

譲
懸
、
、
、

鑛
騨

　　搬　　饗
蝋

、
L

ロ
　
ま

難
一

象
艮
蔑
鳩

礁

纒
霧
、
、
苓

．
嶽
薫

嬬
　
．
署

　
　
縦

灘

　淋・
轟

騰鰹簸灘繍
む　　
難書翻，灘懸1鰯懸諄，協卓，製・

難罐朋，灘灘麗欄

　麓　　　灘灘欝難，織・　　　翻
　　」　，・・’

　　　　　　　　　　　　　　一縄

騰・．、＿＿　畿瞳匿

　▲
　婦人会総会

（総合センター8日）　　　鍵

　」

灘
罫
、

○〆切＝平成2年10月10日

　○規格＝四ツ切以上

　○作品は総合
＼　センターへ

卜

繋関谷町長旧郵便局長に

　
懸

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

，
・
灘
，
、

蹴，ii妻

鐸嚢

影
’

嚢

．
辮
翻
第

　
赫

繋

　
、
．

瓢；
⑩

焦
講

ノ
　
㎝
㎜

》地
す
べ
り
発
生
（
莇
平
地
内
）

田
野
倉
莇
平
問
交
通
止

欝

重
，

〉
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大
会

（
町
民
グ
ラ
ン
ド
2
5
日
）

　
一
位
蓬
平
チ
ー
ム

　
ニ
位
松
代
C
チ
ー
ム

　
三
位
菅
刈
チ
ー
ム

　
〃
峠
四
隣
チ
ー
ム
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最
優
秀
作
品
決
ま
る

　
　
昨
年
十
月
、
松
代
町

　
力
「
全
国
体
力
つ
く
り

、
国
民
会
議
（
桜
内
義
雄

　
議
長
）
」
か
ら
体
力
つ
く

　
り
優
秀
組
織
と
し
て
認

　
め
ら
れ
、
表
彰
を
受
け

　
ま
し
た
。

　
　
こ
の
こ
と
に
伴
い
町

　
民
の
皆
さ
ん
か
ら
体
力

　
つ
く
り
の
標
語
を
募
集

、
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

　
応
募
が
あ
り
、
町
教
育

　
委
員
会
で
は
、
選
定
会

　
議
を
開
き
審
査
し
た
結

皿
果
、
石
田
幸
子
さ
ん
（
苧

　
島
）
の
”
我
が
町
は

健
康
つ
く
り
で
　
地
域
の
輪
”
を

最
優
秀
作
品
と
認
め
、
先
日
、
石

田
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
写
真
）

　
こ
の
標
語
を
も
と
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
、
健
康
・
体
力
つ
く

り
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

力
を
入
れ
て
い
く
考
え
で
す
。

　　灘　＿　1響
差

▲喜びの石田幸子さんil．漉灘

　
　
　
　
　
　
役
立
ち
ま
す

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年

金
の
保
険
料
や
掛
金
は
「
簡
保
・

年
金
資
金
」
と
し
て
公
共
事
業
に

融
資
さ
れ
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
町
で
は
、
平
成
元
年
度
も
「
簡
　
　
　
　
　
夕

保
・
年
金
資
金
」
の
融
資
を
受
け
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

て
、
次
の
よ
う
な
施
設
を
整
備
し
　
　
　
　
　
ス

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
．
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豆

事業名融資鎮．　　　　　　　か
イスセンター整備20・900多ロスカントリーコース（世界を目指して）な

町
づ
く
り
に

螺．

顯
’
、
熱麟

》
．

、
諺
…

　
　
な

　
　
ヘ
ロ
　
　
　
ノ
　
ル

　
　
楓
撤
無
撚
鰭
■
”

幽
戴
鹸

．
慾

榊
野
’

　
　
　
　
ち
　
は

　
　
鴨
　
搬
・

雛
灘
．
騰
，
皿

，
－
㎜
∞
矯
－
臼
、

鶴醗嬢織翻・麟躍騨．、、騨

事　　業　　名 融資額

ライスセンター整備
　壬円
20，900

スキー場整備 48，800

流　雪　溝　整　備 13，600

クロスカントリーコース整備 26，000

除雪機械購入 2，600

消防小型ポンプ購入 3，200

道　　路　　整　　備 80，500

合　　　　計 195，600
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薪
役
藁
決
塞
叢
、

松
代
町
連
合
婦
人
会
総
会
が
四

月
八
日
午
後
一
時
よ
り
、
松
代
町

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
新
し
い
役
員
が
下
記
の
よ
う

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
町
長
、
公
民
館
長

を
始
め
、
四
百
余
名
の
会
員
が
出

席
し
、
盛
会
の
う
ち
に
会
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
役
員

の
任
期
は
二
年
で
す
。

　
　
　
璽
長
φ
、
騨
p
、
騰

　
四
月
二
十
三
日
朝
八
時
五
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
松
代
郵
便
局
に
出
勤
さ
れ
た
関

谷
町
長
は
、
職
員
と
ラ
ジ
オ
体
操

松代町連合婦人会役員名簿

松
代
町
連
合
婦
人
会

役職名 地区名 氏　　　名

会　長 松　代 高橋ハツ
副会長 松　代 高橋　　　笑

副会長 松　代 瀬沼マツノ
副会長 室　野 村山　絹子
副会長 蒲　生 山岸　ミ　ヨ

幹　事 小荒戸 五十嵐江美子

幹　事 池之畑 山　賀　と　し

監　事 蒲　生 丸山万利子
監　事 峠 牧田美恵子
理　事 松　代 鈴木百合子
理　事 田　沢 市川　キエ
理　事 田野倉 池田禮子
理　事 犬　伏 山本田鶴子
理　事 池之畑 市川喜枝子
理　事 清　水 秋山　悦子
理　事 室　野 草村ミナ子

鰯
郵
便
漏
、
轟
、
鰯

　
　
を
行
っ
た
の
ち
、
関
谷
八
郎
郵
便

　
　
局
長
よ
り
渡
さ
れ
た
タ
ス
キ
を
肩

　
　
に
掛
け
、
一
日
郵
便
局
長
に
就
任

　
　
し
勤
務
開
始
。

▲表彰を受ける高野良次さん

　
職
員
に
訓
示
の
あ
と
、
本
年
度

永
年
勤
続
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
高

鋸》「
う
ま
い
も
ん
で
し
ょ
う
」

野
良
次
さ
ん
に
、
表
彰
状
と
記
念

・
叩
を
授
与
。

　
そ
の
後
、
封
筒
へ
の
消
印
に
挑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
。
最
初
は
慣
れ
な
い
て
こ
つ
き

で
し
た
が
、
次
第
に
調
子
を
あ
げ

最
後
に
は
プ
ロ
も
ま
っ
青
（
？
）

「
職
業
を
間
違
え
た
の
で
は
？
」

と
い
う
声
も
チ
ラ
ホ
ラ
　
と
言
う

訳
に
は
残
念
な
が
ら
…
…

　
局
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲

「私が本当の

郵便局長です」

警
察
官
（
大
卒
）

　
　
　
　
　
　
募
集
中

　
新
潟
県
警
察
で
は
、
若
さ
と
情

熱
に
あ
ふ
れ
た
警
察
官
（
大
卒
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
受
験
資
格

　
　
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　
和
4
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

　
た
男
子
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

　
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒

　
業
し
た
者
、
又
は
平
成
3
年
3

　
月
3
1
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

　
者
。

二
、
受
付
期
間

　
　
平
成
2
年
5
月
1
4
日
～

　
　
　
　
　
　
同
年
7
月
1
7
日

三
、
採
用
予
｛
疋
年
月

　
　
平
成
3
年
4
月
1
日

四
、
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

　
の
警
察
署
又
は
、
派
出
所
、
駐
在

　
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
す
怒
、
」
》
、
｝
、
L
噺
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

潮臨
　　ンて　　　　、、　レイノー一一トぐ
イ／1〆　　　》
　働　　　　　　　　　　　　　　、
！　　　，　　　　　1　　　　、

　　　　プ！　　 ノ’1　　　　、、　一
　　亀俳」L』　　’　　　　一　　　　　　　　　　ド

　　o口　t」2』〆、’．）
ぜ
　
ド

＾
ρ
　
ー
，

　
　
心
昌
・

～
　
　
r
　
’

こ
ち
ら
は

　
　
　
　
自
衛
官
募
集
中

　
応
募
資
格
は
、
日
本
国
籍
を
有

し
、
採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
、

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
で
す
。

一お問合せは一

高田募集事務所

歪讐0255－23－5117

　　　又は

役場総務課

　　岱7－2220へ

燃
や
せ
主
目
春

　
　
　
自
兀
全
燃
焼
〃
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（
第
二
・
第
四
土
曜
）

の

と

　　　　は　　＼

紫場は木みです

第
1
5
回

親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
参
加
チ
ー
ム
募
集
中

期
　
日
　
平
成
2
年
6
月
m
日

　
　
　
　
　
　
　
（
第
2
日
曜
）

種
　
目
　
一
般
九
人
制
バ
レ
ー
ボ

　
　
　
　
ー
ル
（
女
性
一
名
以
上

　
　
　
　
含
め
る
こ
と
）

会
　
場
　
総
合
体
育
館

参
加
料
　
一
チ
ー
ム
　
ニ
千
円

　
　
（
協
会
登
録
チ
ー
ム
無
料
）

申
込
先
　
役
場
　
総
務
課
　
石
口

　
　
　
　
体
育
館
事
務
室

～
夜
と
友
達
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
三
回

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
．

　
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
あ
な
た
も
二

十
五
。
。
の
徒
歩
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
．

◎
期
　
日

　
六
月
二
日
㈹
～
三
日
㈲

　
午
後
十
時
総
合
体
育
館
出
発

◎
コ
ー
ス

　
体
育
館
発
～
池
尻
～
室
野
～
福

島
～
浦
田
～
中
立
山
～
大
厳
寺
高

原
～
松
之
山
ス
キ
ー
場
（
ゴ
ー
ル
・

朝
食
）

◎
参
加
で
き
る
人

　
小
学
生
以
上
（
小
学
三
年
生
以

　
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

◎
申
し
込
み
方
法

　
五
月
二
十
五
日
㈹
　
午
後
五
時

　
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
盈
7
r

　
3
7
5
2
）
へ

※
四
ヶ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

（
福
島
・
浦
田
・
中
立
山
・
大
厳

寺
高
原
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間

～内
に
設
定
さ
れ
た
時
間
（
秘
密
）

に
一
番
近
く
到
着
し
た
人
に
ニ
ア

・
タ
イ
ム
賞
が
出
ま
す
。

※
完
歩
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で

十
人
に
賞
品
が
当
り
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は

後
日
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
は
先
着
順
位

を
競
い
ま
せ
ん
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で

歩
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

イ
勺
イ
！
A
チ
に
刺
さ
れ
た

　
　
　
知
っ
て
い
る
と
便
利
な
救
急
法

　
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
瞬
間
に
激

痛
を
覚
え
、
刺
さ
れ
た
所
に
出
血

を
見
、
赤
く
は
れ
る
。

　
ま
れ
に
嘔
吐
、
け
い
れ
ん
、
意

識
障
害
、
呼
吸
困
難
等
の
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
、

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
シ
ョ
ッ
ク
の
症
状

一
、
顔
が
紅
潮
し
、
む
ず
か
ゆ
さ

　
や
、
ほ
て
り
を
感
じ
る
。
ジ
ン

　
マ
シ
ン
が
全
身
に
で
き
、
そ
の

　
後
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
唇
に
現
わ
れ

　
る
。
（
暗
紫
色
に
な
る
）

二
、
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う

　
な
苦
痛
を
感
じ
、
せ
き
こ
ん
だ

　
り
、
ぜ
い
ぜ
い
し
た
り
し
て
、

　
呼
吸
が
困
難
と
な
る
。

三
、
血
圧
が
下
り
、
脈
拍
が
弱
ま

　
る
。
目
ま
い
、
失
神
、
昏
睡
が

　
起
こ
る
。
こ
の
よ
う
な
症
状
の

　
時
は
一
刻
も
早
く
医
師
の
手
当

　
て
が
必
要
で
す
。
十
分
注
意
し

　
て
下
さ
い
。

応
急
手
当

一
、
冷
湿
布
す
る
。

二
、
気
道
確
保
、
人
工
呼
吸
を
行
う
。

撒
協
毛
．
腰
、
、
描
粥
鍵
響
、
、
激
．
耀
鰍
、
脳
継
5
瓢
瓢
撒
咽
鷹
．
羅
鵯
㎜
憾
、
鞍
、
お
繊
お
趙
ひ
墜
ぽ
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糀
棚
隈
薦
短
縄
だ
翁
資
し
ら
せ
ひ
ろ
ぽ
縄
弼
腰
腱
や
μ
だ
萄
お
匹
ら
慧
ひ
5
ぽ

　
こ
の
た
び
、
消
防
法
等
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
個
人
の
家
で
も
一

定
量
以
上
の
危
険
物
等
を
貯
蔵
及

び
取
扱
う
場
合
に
は
、
平
成
二
年

五
月
二
十
三
日
よ
り
あ
ら
か
じ
め

消
防
署
長
へ
の
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。四薦情報

〆》1

山菜を楽しむ会
）珍らしい山菜料理がずらり　（

，
還

危
険
物
貯
蔵
⇔
定
量
以
上
に
届
出
義
務

　
主
な
危
険
物
の
届
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
量
は

●
灯
油
・
軽
油
　
五
〇
〇
尼
以
上

●
ガ
ソ
リ
ン
　
一
〇
〇
尼
以
上

●
重
油
　
一
、
○
○
○
尼
以
上

と
な
り
ま
す
。

　
事
業
所
に
お
い
て
は
、
今
ま
で

ど
お
り
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

　
な
お
貯
蔵
、
取
扱
い
に
は
技
術

上
の
基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

不
明
な
点
は
消
防
署
へ
ご
相
談
下

さ
い
。

果
実
酒
等
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
●
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

とびきり，新鮮，♪主催　松代町ひまわり会

b後援　松代町役場

い

い
汗
流
そ
う
！

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
ス
タ
ー
ト

　
楽
し
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及

と
町
民
の
体
力
の
増
強
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
当
教
室

も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
早
く
も

五
年
目
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
。　

本
年
も
五
月
十
九
日
よ
り
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
大
勢
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
　
一
般
者
・
高
校
生

　
　
　
　
中
学
生
・
小
学
生

　
　
　
　
（
小
学
4
年
生
以
上
）

期
　
間
　
平
成
2
年
5
月
1
9
日

　
　
　
　
　
　
　
～
　
1
0
月
2
0
日

日
　
時
　
毎
週
土
曜
日

（
7
時
3
0
分
～
9
時
）

会
　
場
　
松
代
町
総
合
体
育
館

参
加
料
　
一
人
　
千
円

　
　
　
　
（
保
険
料
含
む
）

そ
の
他

①
小
・
中
・
高
、
生
徒
の
送
迎
は

　
そ
の
保
護
者
が
責
任
を
お
持
ち

　
く
だ
さ
い
。

②
小
・
中
・
高
、
生
徒
の
参
加
に

　
は
、
保
護
者
の
承
認
が
必
要
で

　
す
。

③
第
5
土
曜
日
は
、
休
み
で
す
。

④
親
子
で
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。

申
込
先
　
体
育
館
事
務
室

　
　
　
　
　
役
場
総
務
課
　
石
口
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ですです

（蒲生駐在所）（室野駐在所）

』搦7です
（松代幹部派出所）

松
代
・
室
野
・
蒲
生
に

　
　
　
　
　
新
し
い
お
ま
わ
り
さ
ん

　
四
月
よ
り
松
代
幹
部
派
出
所
及

び
室
野
・
蒲
生
の
駐
在
所
に
新
し

い
お
ま
わ
り
さ
ん
が
赴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
赴
任
早
々
の
皆
さ
ん
に
さ
っ
そ

く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
い
た
し
ま
し

た
。

「
明
る
い
派
出
所
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

　松代幹部派出所

　小野昌光巡査
南蒲原郡栄町出身3

●
前
の
お
仕
事
は
…
…

　
新
潟
の
東
警
察
署
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。

●
ご
家
族
は
…
…

　
　
　
か
お
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
　
き

　
妻
（
薫
）
長
女
（
瑞
貴
）
と
私

の
三
人
家
族
で
す
。

●
松
代
町
の
印
象
は
…
…

　
雪
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
残
雪
が
あ
る
の
を
見
て

驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
人
情
深
く

や
さ
し
い
人
が
多
く
家
族
全
員
安

心
し
ま
し
た
．

●
ど
ん
な
派
出
所
に
…
…

　
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
寄
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
明
る
い
派
出
所

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
最
後
に
一
言
：
：
：

　
町
で
姿
を
見
か
け
た
ら
、
気
軽

に
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。

「
何
で
も
相
談
を
」

　室野駐在所

樋ロ博志巡査
五泉市出身　37才

●
前
の
お
仕
事
は
…
…

　
新
潟
東
警
察
署
に
七
年
間
勤
務

し
ま
し
た
。

●
ご
家
族
は
…
…

　
　
　
ゆ
ゆ
ヤ
つ
　
　
っ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
く

　
妻
（
優
子
）
長
男
（
輔
）
二
男

　
と
お
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と

（
暢
）
三
男
（
睦
）
と
私
の
五
人

家
族
で
す
．

●
松
代
町
の
印
象
は
・
：
…

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
人
情
豊
か
な

土
地
柄
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
駐
在
所
に
…
…

　
何
で
も
気
軽
に
相
談
の
で
き
る

駐
在
所
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
最
後
に
二
言
・
…
：

　
家
族
共
々
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
気
軽
に
立
寄
つ
て
」

　蒲生駐在所

東城浩巡査
新潟市出身　32才

●
前
の
お
仕
事
は
…
…

　
上
越
南
警
察
署
で
三
年
間
パ
ト

カ
ー
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

●
ご
家
族
は
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
い
ち
ろ
ら
つ

　
妻
（
み
ゆ
き
）
長
男
（
健
一
郎
）

と
私
の
三
人
家
族
で
す
。

●
松
代
町
の
印
象
は
…
…

　
山
と
川
の
美
し
い
町
と
感
じ
ま

し
た
。

●
ど
ん
な
駐
在
所
に
…
…

　
皆
さ
ん
か
ら
、
気
軽
に
寄
っ
て

い
た
だ
け
る
駐
在
所
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
．

●
最
後
に
一
言
・
…
：

　
初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
で
分
か

ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
勤
務
に
当

っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
潟
県
警
の

　
　
総
△
・
相
談
室

ダイヤル式

025（283）

　　　9110

プツシュ式

シ窯プ9110

　
四
月
一
日
か
ら
右
の
よ
う
に
「

電
話
番
号
」
が
変
り
ま
し
た
。

　
　
高
齢
者
の
困
り
事

　
　
覚
せ
い
剤
の
被
害

　
　
暴
力
に
よ
る
被
害

　
　
悪
徳
商
法
の
被
害

　
な
ど
の
困
り
事
や
被
害
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
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冒

　
山
菜
ブ
ー
ム
の
昨
今
、
山
菜
共

和
国
な
る
も
の
ま
で
誕
生
し
て
い

ま
す
。
我
町
も
山
菜
の
宝
庫
で
あ

り
ま
す
。
当
部
落
（
福
島
）
は
特

に
ゼ
ン
マ
イ
で
す
。

　
そ
の
ゼ
ン
マ
イ
に
目
を
つ
け
、

当
部
落
で
十
年
ほ
ど
前
か
ら
畑
で

栽
培
を
始
め
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

ゼ
ン
マ
イ
栽
培

同
常
雄
さ
ん

轟
鷺
「

講

爵
　
，

（
福
島
）

現
在
で
は
多
く
の
方
々
が
や
っ
て

お
り
ま
す
。

　
我
家
で
も
四
年
ほ
ど
前
か
ら
転

作
田
に
始
め
て
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
田
ん
ぼ
の
後
へ
す
ぐ
植
え
た

の
で
は
雑
草
に
負
け
た
り
、
と
な

り
の
田
か
ら
の
漏
水
で
根
が
や
ら

れ
た
り
で
思
う
よ
う
に
成
長
し
ま

せ
ん
で
し
た
．

　
そ
こ
で
、
昨
年
秋
で
作
付
を
や

め
た
山
の
田
十
ニ
ア
ー
ル
ほ
ど
を
、

町
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
頼
ん
で
傾

斜
の
つ
い
た
畑
に
造
り
，
変
え
ま
し

た
。
傾
斜
を
つ
け
た
の
は
出
来
る

だ
け
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
で

す
。
そ
こ
へ
以
前
転
作
田
へ
植
え

て
い
た
も
の
と
、
新
た
に
山
か
ら

株
を
採
っ
て
来
た
も
の
合
せ
て
三

百
五
十
株
位
植
え
ま
し
た
。
畑
の

三
分
の
一
が
う
ま
っ
た
だ
け
で
す
。

こ
の
春
綿
を
か
ぶ
っ
た
ゼ
ン
マ
イ

が
頭
を
持
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
太

く
す
る
た
め
に
二
、
三
年
は
ま
だ

収
穫
出
来
ま
せ
ん
。

　
問
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
自
然

に
生
え
て
い
る
株
を
採
っ
て
来
て

植
え
る
た
め
、
思
う
よ
う
に
増
や

せ
な
い
。
芽
の
出
て
来
た
ゼ
ン
マ

イ
に
オ
ト
コ
ゼ
ン
マ
イ
が
非
常
に

多
い
。
ど
う
し
て
な
の
か
、
こ
れ

か
ら
の
研
究
で
す
。
夏
場
の
遮
光

も
あ
り
ま
す
。
夏
の
強
い
日
差
し

が
ゼ
ン
マ
イ
に
あ
た
ら
な
い
よ
う

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す

が
、
広
い
畑
の
こ
と
、
覆
い
を
す

る
訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
製
品
の

販
売
ル
ー
ト
の
確
立
な
ど
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
区
長
さ

ん
等
の
尽
力
に
よ
り
ゼ
ン
マ
イ
組

合
が
結
成
さ
れ
、
併
せ
て
ゼ
ン
マ

イ
乾
燥
機
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
ま
だ
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
が
、

栽
培
が
う
ま
く
い
っ
て
多
く
収
穫

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
利
用
さ

せ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
先
に
明

　
か
な
り
の
厚
顔
？
　
と
前
任
者

か
ら
紹
介
を
い
た
だ
い
た
新
広
報

担
当
者
で
す
が
、
決
し
て
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
い
頃
に

　
　
　
　
　
　
　

は
厚
顔
の
美
少
年
と
し
て
騒
が
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
？
）
が
、

今
で
は
紅
慶
の
美
酒
年
と
し
て
夜

の
巷
を
騒
い
で
お
り
ま
す
。

　
酒
の
抜
け
切
ら
な
い
頭
で
書
く

原
稿
に
は
誤
字
・
脱
字
が
多
く
、

震
え
る
手
で
撮
る
写
真
に
は
ブ
レ

が
は
い
り
、
誠
に
見
に
く
い
読
み

に
く
い
広
報
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
こ
は
皆
様
方
の
寛
大
な
心
で
お

許
し
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
酒
も
控
え
、
町
民
全
員

が
参
加
す
る
よ
う
な
楽
し
い
広

報
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
意
見
、
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
．

　
前
任
者
の
佐
藤
さ
ん
長
い
間
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

る
い
も
の
が
見
え
て
来
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
我
家
の
も
の
は
今
、

海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
つ

か
な
い
状
況
で
す
が
、
ぜ
ひ
山
の

も
の
と
な
る
よ
う
に
頑
張
る
つ
も

り
で
す
．戸

籍
の
窓
口

（
3
月
鎚
日
～
4
月
鮪
日
受
付
）

げ
ん
き
な
良
い
子
儒
（
出
生
）

　
　
ま
さ
ふ
み

中
澤
政
文
謙
ん
　
実
・
順
子
さ
ん

　
（
長
男
・
木
和
田
原
・
金
善
）

幸
せ
多
糖
人
生
を
（
結
婚
）

松
澤
明
男
・
本
柳
ゆ
搬
か
さ
ん

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
わ
せ
だ
）

仲
村
一
弘
・
岡
　
洋
子
灌

　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
仲
西
）

謬
冥
福
を
祈
り
ま
す
〈
死
亡
）

高
橋
堅
太
郎
さ
ん
　
　
㎝
歳

　
　
　
　
　
（
田
沢
・
橋
本
屋
）

石
国
癒
松
さ
ん
　
　
　
四
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
か
ん
ね
ん
）

佐
藤
耕
作
さ
ん
　
　
　
騨
歳

　
　
　
　
　
（
滝
沢
・
き
ぜ
む
〉

若
灘
緯
作
さ
ん
　
　
　
瓢
歳

　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
新
屋
）



IIllll”1””III””1”””1””IIII””II”IIIIIIこうほう・まつだい（2．5月号）””1”1”””IIIlll”1”1”lll”1”II”li”””””1””1”ll””1”””IIII”IIll”1”llll”””””llIIllIII””1”Ill”ll”1””III”1”120”ll”1”””1

文
　
馨
・
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
欝
量

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
念
、
C

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

短
歌
蕗
の
蔓
金
子
ま
す
み

朝
霧
に
沈
み
て
か
す
む
山
並
が
墨

絵
の
如
く
視
野
に
広
が
る

道
ば
た
に
少
し
の
ぞ
き
し
蕗
の
墓

春
の
訪
れ
告
げ
ん
と
し
て
か

亦
一
人
巣
立
ち
し
我
子
見
送
り
て

部
屋
の
整
理
も
手
に
つ
か
ぬ
日
々

信
頼
を
裏
切
る
よ
う
に
離
村
す
る

　
と
ど

友
止
む
な
し
恨
む
す
べ
な
し

俳
　
句

種
子
浸
す
大
桶
に
水
満
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

泥
抜
け
て
雪
解
の
田
螺
日
差
浴
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

片
栗
の
お
花
畑
の
浄
土
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

辛
夷
咲
き
緋
の
如
く
雑
木
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

耕
運
機
鳴
り
て
山
田
に
春
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

去
年
の
薯
出
て
く
る
畑
に
薯
植
え

る
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

法
華
経
の
初
音
聞
き
つ
つ
今
朝
写

経
　
　
　
　
　
　
　
去
水

花
冷
え
の
松
に
結
び
し
神
籔
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

股
引
の
似
合
う
男
よ
春
田
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

郵
便
受
に
か
す
か
な
音
す
春
の
午

後
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

出
稼
の
夫
を
待
ち
つ
つ
種
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ

ぜ
ん
ま
い
を
干
す
家
々
の
荒
莚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

重
ね
着
を
脱
い
で
ま
た
着
る
ぼ
た

ん
雪
　
　
　
　
　
　
耕
人

亡
夫
植
え
し
桜
大
木
花
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

括
り
あ
る
縄
間
に
桜
ほ
こ
ろ
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

初
孫
や
早
め
に
立
て
し
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

出
稼
ぎ
の
帰
り
て
村
に
ぶ
な
芽
吹

く
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

横
根
山
あ
た
り
か
と
み
し
初
音
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

夫
婦
し
て
勤
め
終
え
た
り
花
見
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ
子

噂
り
や
百
七
段
の
宮
詣
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

遠
蛙
父
母
の
齢
を
超
え
ゐ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

殿君
宗

ロ励
才

癖
面

論
轟も

◎
ご
相
細
醍
の
上
崖

よ
Z
つ
し
く

み
晦
か
い
　
　
「

し
ま
す

禽
匠

屡礎
　
　
巧

　
　
　
　
　
　
　
一

喪
㌧
…
晃
、
影

室
慧
㌍
遷

立
ぢ
退
キ
あ

・
話
か
い

　
　
　
セ
う
な
の
ん

ク
篇

戴
ゆ
、
，
／
　
、

つ
　
　
』

厭
，

＼
．
．
／

轟
な
た
ー
／

・
乳
た
有
が

　
入
坂
る

ー
⊇

　
イ
　
　
う
　
し

彦
評
　
　
。

“
睡
k
㌧
　
㈱

蟹
以
，

　
野
礁
咲
羅
花

　
　
欝
騨
灘
鋭
シ
藷
ウ
灘

　
平
地
か
ら
海
抜
一
〇
〇
〇
層
以

上
の
高
山
ま
で
、
ま
ば
ら
に
、
又

は
び
っ
し
り
生
え
る
。

　
山
す
そ
の
半
日
か
げ
の
地
に
よ

く
育
つ
。
多
年
草
で
地
下
茎
は
か

た
く
、
木
質
で
横
に
は
っ
て
い
る
。

　
高
さ
は
六
十
仕
．
～
八
十
弛
．
、
葉

は
二
～
三
回
枝
分
か
れ
し
、
三
枚

ず
つ
の
小
さ
な
葉
が
三
個
つ
い
て

い
る
。
花
は
六
～
七
月
頃
真
白
に

咲
き
、
花
び
ら
は
五
枚
、
お
し
べ

＋
本
。

　
茎
が
じ
ょ
う
ぶ
で
ま
っ
す
ぐ
な

鳥
の
足
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名

が
つ
い
た
。
芽
が
出
て
十
数
弛
．
に

の
び
た
も
の
を
、
味
噌
あ
え
で
食

騰
灘

　
　
　
出
題
　
九
段
　
武
宮
正
樹

　
　
白
先
黒
死
・
7
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
隅
の
攻
合
い
は
負
け
だ

　
　
が
五
H
ナ
カ
手
に
す
る
工
夫
を
。

　
　
5
分
で
1
級
、
3
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。
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